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ヘッドライン　新科目『理数探究』の「これまで」 
と「これから」

　高等学校の次期学習指導要領が 2018 年 3 月 30 日に告示された。昨年告示された小学校お
よび中学校と合わせて，これからの教育の方向性が示されたことになる。今回の改訂では，
全教科・全校種にわたり「主体的・対話的で深い学び」をとおして育てる資質・能力，そし
て「探究」が一つのキーワードになっている。また，「理数」という教科が新設され，「理数
探究基礎」および「理数探究」という科目が置かれている。さらには，大学入試改革と連動
することも特徴の一つである。これまで SSHなどで「理科課題研究」に取り組んできた高
等学校があり，SSH でなくても課題研究を導入している学校が増えてきている。新科目
「理数探究」の「これまで」と「これから」を考えていきたい。
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次号ヘッドライン 第 26回化学教育フォーラム
「探究活動をとおした主体性の育成」

　市川学園市川高等学校・市川中学校は，1937 年に男子校として創立され，2003
年に共学化しました。2009 年にスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定
を受け，今年から 3期目がスタートしました。中高を通じて実験を中心とした授業
展開と課題研究を土台に，「自分で自分を教育できる自立した研究者」の育成に向
けたプログラム開発を行っています。授業は生徒実験を主軸とし，教科横断や科学
史の導入に取り組んでいます。課題研究では理系生徒全員が取り組み，2016，17
に ISEF 出場など大きな成果を上げています。

表紙の言葉　市川学園市川高等学校・市川中学校


